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の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
総
合
計
画
の
確
実
な
取
組
」

「
行
政
改
革
へ
の
取
組
」
な

ど
の
四
点
を
基
本
方
針
と
定

め
、
編
成
に
努
め
た
と
し
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、

市
税
は
、
固
定
資
産
税
や
市

た
ば
こ
税
が
減
額
と
な
る
も

の
の
、
一
部
企
業
の
好
業
績

に
よ
り
法
人
市
民
税
の
増
額

が
予
測
さ
れ
、
全
体
で
は
増

画
の
建
築
物
等
の
制
限
内
容

を
建
築
基
準
法
に
基
づ
い
て

条
文
化
し
、
地
区
計
画
の
実

効
性
を
担
保
し
て
、
健
全
な

都
市
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

従
来
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
届
出
勧
告
制
度
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
地
区
整
備
計

画
に
適
合
し
な
い
建
物
が
建

収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
社
会
保
障

関
係
費
に
係
る
負
担
金
等
が

増
額
と
な
り
、
県
支
出
金
で

は
社
会
保
障
関
係
費
に
係
る

負
担
金
等
の
増
額
は
あ
る
も

の
の
、
選
挙
関
係
委
託
金
な

ど
の
減
少
に
伴
い
前
年
度
比

で
は
若
干
減
額
と
な
り
ま
す
。

市
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
抑
制
な
ど
に
よ
り
減

額
と
な
り
ま
す
。

て
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
条
例
化
に
よ
っ
て

建
築
基
準
法
に
よ
る
事
前
チ

ェ
ッ
ク
体
制
が
強
化
さ
れ
ま

す
。
ま
た
法
的
拘
束
力
が
生

じ
る
こ
と
で
、
不
適
合
建
築

物
へ
の
違
反
是
正
指
導
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
条
例

は
周
知
期
間
を
設
け
る
た

め
、
平
成
二
十
年
七
月
一
日

か
ら
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
、
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
全
員
異
議
な
く
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
後
期
高
齢
者

に
係
る
医
療
制
度
の
改
革
に

よ
り
、
民
生
費
で
は
後
期
高

齢
者
医
療
費
の
市
負
担
金
が

新
設
さ
れ
、
衛
生
費
で
は
老

人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
が
大
幅
減
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
生
活
保
護
費
な

ど
社
会
保
障
関
係
費
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
土
木
費
で
は
、

北
口
駅
前
広
場
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業
や
万
田
貝
塚
住
宅

建
替
整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、

教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校

体
育
館
耐
震
補
強
事
業
な
ど

に
よ
り
、
公
債
費
で
は
、
長

期
債
元
金
償
還
金
の
増
加
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り

ま
す
。
一
方
、
消
防
費
で
は
、

職
員
の
退
職
者
数
減
な
ど
に

よ
り
、
諸
支
出
金
で
は
、
土

地
開
発
公
社
へ
の
事
業
資
金

貸
付
金
の
減
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
減
額
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
結
果
、
二
十
年
度

の
一
般
会
計
予
算
は
七
三
六

億
三
〇
〇
〇
万
円
、
前
年
度

当
初
予
算
比
一
・
二
％
増
、

特
別
会
計
の
全
体
予
算
は
八

八
五
億
九
一
五
九
万
九
〇
〇

〇
円
、
同
〇
・
二
％
増
、
病

院
事
業
会
計
の
予
算
は
一
〇

九
億
二
九
〇
〇
万
円
、
同

二
・
二
％
減
と
な
り
、
全
会

計
で
は
一
七
三
一
億
五
〇
五

九
万
九
〇
〇
〇
円
、
同
〇
・

五
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
選
任
に
同
意

今
定
例
会
最
終
日
に
は
、

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
を
迎
え

る
監
査
委
員
守
屋
和
徳
氏
の

後
任
と
し
て
、
新
た
に
細
野

光
生
氏
（
市
内
四
之
宮
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を
求

め
る
追
加
議
案
が
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
同
氏
を
適
任

者
と
認
め
、
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

開所した平塚市保健センター（東豊田） 開所した平塚市保健センター（東豊田） 

三
月
定
例
会
で
は
、
平
成

二
十
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の

当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

施
政
方
針
で
は
、
二
十
年

度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
計

画
や
施
策
が
具
体
的
に
動
き

出
し
、
ま
ち
の
変
化
が
形
に

な
っ
て
見
え
る
重
要
な
年
に

な
る
こ
と
か
ら
、
二
十
年
度

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
用
途
、
敷
地

お
よ
び
構
造
に
係
る
制
限
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

た
め
、
市
長
か
ら
新
た
に
「
平

塚
市
地
区
計
画
建
築
物
条
例
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
都
市
計
画

法
に
基
づ
き
す
で
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
て
い
る
地
区
計

３月定例会 ３月定例会 

35
議
案
を
原
案
可
決 

20
年
度
当
初
予
算
な
ど 

審議の概要 

 

　
平
成
二
十
年
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
十
八

日
か
ら
三
月
十
七
日
ま
で
、
会
期
二
九
日
間
で
開
催

し
ま
し
た
。 

　
今
定
例
会
で
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
施
行
等
に
伴
い
、
新
た
に
「
平
塚
市
後
期

高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
議
案
、

特
別
会
計
を
設
置
す
る
た
め
の
「
平
塚
市
特
別
会
計

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
関
連
規
定
の
整

備
等
に
よ
る
「
平
塚
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
や
「
平
塚
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
議
案
、
ま
た
平

成
二
十
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
・
病
院
事
業
会

計
の
各
当
初
予
算
の
議
案
な
ど
三
五
案
件
が
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
報
告
を
除
く
三
四
議
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

　
議
員
提
出
の
会
議
案
で
は
、
「
平
塚
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
審
議
し
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
　
前
年
度
比
１
・
２
％
増

七
三
六
億
三
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
　

地
区
計
画
建
築
物
条
例

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
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